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１．背景と目的 
 
従来、鉄道旅客流動の分析には磁気券による改札通過

データ1）2）3）や、パーソントリップ調査・大都市交通セ

ンサスなどのアンケートを用いた集計結果が用いられて

きた。前者では正確な鉄道利用者数は取得できるが、利

用者毎の起終点（OD）や個人属性は把握できない。一方

後者では、ODデータや利用者の属性は得られるが、アン

ケートに基づいているため正確な乗降時刻や総利用者数

を直接計測できない上、一般的にはある１日の行動しか

扱うことができない。 
近年では特に都市圏を中心にICカード乗車券の導入が

進み、その保有者も年々増加している。この交通系ICカ
ードの特長として①長期にわたる多量のODデータが収集

できる、②１分単位の正確な改札通過時刻が記録されて

いる、③カードID（ユニークナンバー）によって個別の

利用履歴が識別できることなどがあげられる。これらの

特長に加え、本研究で扱うA社系ICカードには④利用者

の属性情報が付加されている。ICカードを用いた旅客流

動の分析例として、高木4）らはICカードの乗車記録デー

タを用い、正確な入出場時刻記録を活用した利用者行動

の分析方法を提案している。また道路交通の分野では  
ICカードデータと同様の情報を持つETCデータを用いた

交通行動分析の研究事例として、秋元ら5）はETCデータ

の長期にわたる利用履歴を活用し、利用者個人の行動に

ついて分析している。 
以上をふまえて、本研究では長期間にわたる交通系  
ICカードデータの特性を活かした分析方法を提案する。

詳細な情報が含まれる多量のICカードデータから、今ま

でにない詳細な旅客流動や鉄道利用者属性の特徴を把握

することができることに研究の特長がある。 
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本研究では特に、ICカードデータの集計分析から得ら

れた結果を元に乗降駅間の流動や乗降車駅・居住地の郵

便番号情報による空間的分析を行う。 
なお長期データを扱うが、本研究では日々の需要の

変動に関する時系列分析は対象としていない。 
 
２．使用データの構造と分析方法 
 
（１）ICカードデータの構造 
 本研究に用いるICカードデータには、図－１のような

項目のデータが含まれている。これらのICカード改札通

過データは、分析用に匿名加工された個人番号（分析用

ID）によって行動履歴（トリップ情報）と属性情報（フ

ェイス）に関係付けられる。これに加えて別途に作成し

た郵便番号と市区町村の対応情報や、駅情報などを組み

合わせて分析を進める。 
 
（２）分析方法 
前節に示したICカードデータから、分析の目的に沿

った条件を指定してデータを出力する。日付や時間帯な

どの時間条件や、利用路線・区間・駅などの空間条件、

そして利用者の属性条件などを指定する。こうして抽出

されたトリップデータを集計し、分析を行う。なおデー

タ量が膨大であるため、本研究ではSQLを用いてデータ

の操作を行った。 
 
 

 図－１ ICカードデータER図 
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このようなトリップデータの数え上げ、つまり改札

通過枚数の集計結果が主要な分析対象ではあるが、分析

用IDによって個人を区別できるという特性を活用して、

同一利用者の重複利用を省き、のべ利用回数を構成する

“出現人数”の集計も可能である。本研究のように長期

データを利用する場合、一定期間内での“出現人数”と

“のべ利用回数”の比較分析は定期的利用と臨時的利用

の傾向把握などに有効である。また、個人を区別できる

という特性は、一定期間における利用回数の集計も可能

である。 
分析結果の評価の段階では、集計結果の相互比較が

特に重要である。この比較に際し、実数に差がある場合

は割合を用いた方が比較しやすい。例えば各駅の利用者

属性データを比較する場合、駅ごとの利用者数に大きな

差があるので利用者属性の割合を用いた方が傾向の解釈

に役立つ。 
 
 

 

 

３．カード券種別の利用者属性 
 
（１）のべ利用回数と出現人数 
図－２は2007年上半期ICカードデータの全利用回数

から、A社各線を対象として、ICカード利用者数の割合

である“出現人数割合”を図示したもので、図－３は同

データの“のべ利用回数割合”を示したものである。 
図－３より、A社線内の改札ではA社系カードの使用回数

が多いと考えられるが、分析用IDによって識別された出

現人数を見るとA社系カード所有者とB社系カード所有者

の割合がほぼ同じであることがわかる。 
図－４からもA社系ICカード所有者は定期利用などに

よる自社線内の複数回利用が多いことがわかる。その一

方で、低頻度利用に限定すれば、他社カード所有者の利

用も半数を超えることがわかる。 
図－２から、C線系路線でのA社系ICカード利用者は  
54％、E線系路線では47%という相違点がみられる。この

7%の差が、利用駅によってどのような特徴となって現れ

るかについて、以下で詳しい分析を行う。 
 
 
 

 

 

図－５ A社C線系路線 駅別利用者 券種属性 
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図－６ A社E線系路線 駅別利用者 券種属性 
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図－３ A社線利用者“のべ利用回数”券種属性 

図－４ A社線利用者ヒストグラム 
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図－２ A社線利用者“出現人数”券種属性 
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（２）路線ごとのカード種別割合の比較 
各線利用駅ごとに2007年上半期でのA社・B社系ICカ

ードの利用者数を抽出し、グラフ出力して比較する。各

駅の両社の利用者数割合を路線図と対応させて配置した。 
 図－５、図－６から、C・E線の各駅ともA・B両社カー

ドの利用率はほぼ50％で大きな差はみられない。 
図－２で示したA社C線系路線とE線系路線における 
A社系ICカード利用回数割合の差異（7%）は、D線・F線
におけるA・B社カードの利用率の差によるものと思われ

る。D線ではA社の割合が6割であるのに対し、F線では逆

に4割程度である。F線各駅のB社系ICカード利用者が多

い理由は、F線の起点駅でありB社線との乗換駅でもある

f3駅の影響が大きいと考えられる。つまり①F線住民で 
B社線沿線に勤務するB社系ICカード利用者の影響や、ま

たF線沿線に多くの工場が存在することから、②沿線企

業従業員の中にB社線沿線居住のB社系ICカード利用者が

存在していることが考えられる。②に関して、次章でさ

らに詳しく分析を行う。  
 

 

４．ICカード利用者の居住地分布 
 
図－７に、F線各駅降車利用者の乗車駅割合図を示す。

全利用者に比べて、B社系ICカード利用者の“F線f3駅→

f1・f2駅”の利用率（太線斜めハッチ部分）が10～15%
ほど高くなっている。このことから、図－6におけるF線
各駅でのB社系ICカード利用者率の高さは、f3駅の影響

であることがわかった。 
ICカードデータには１分単位の正確な改札通過時刻

が記録されており、着駅（f1・f2）の改札通過時刻を朝

夕の通勤ラッシュ２時間ずつ抽出して分析を行った。朝

ラッシュ（7時00分～8時59分）と夕ラッシュ（17時00分
～18時59分）の間にも分布の差異が見られる。f3駅から

の利用者割合に着目すると、全利用者では朝ラッシュ時

のほうが割合は低く、B社系ICカード利用者では夕ラッ

シュ時のほうが低い。このことは、B社系ICカード所有

者によるF線沿線企業への通勤利用の多さを反映してい

るものと思われる。 
図－８に、2007年上半期におけるF線区間の利用頻度

分布を示す。この図から、F線区間ではB社系カード利用

者がA社系カード利用者より多く存在し、高頻度利用者

つまり通勤で利用していると考えられる利用者の中にも

B社系ICカードを利用している方が多く存在することが

わかる。 
そこで、F線のf3駅→f1・f2駅を利用するB社系ICカ

ード所有者がf3駅までB社線を利用しているのか、居住

地分布を分析することを考える。しかし、B社系ICカー

ドには郵便番号などの属性データが含まれておらず、ま

たB社線の利用履歴は入手不可能なため、B社系ICカード

利用者の行動分析を行うことはできない。 
そこで代替的に、“A社F線f3駅→f1・f2駅”を利用

したA社系ICカード利用者の郵便番号データを用いて、 
f3駅でB社線からA社F線に乗り換え、沿線企業に勤務し

ていると考えられるA社系ICカード利用者の分布を分析

することにした。 
 

 図－８ f3駅→f1・f2駅間利用頻度分布 
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図－９、10のように郵便番号データを集計して地図

上に表現することによって、F線利用者の分布区域を把

握することができる。図－10は、2007年上半期内に50回
以上“F線f3駅→f1・f2駅”を利用した方の分布である。

ここで50回とは上半期に週1回往復利用した場合の回数

（6ヶ月×4週×週1日×1日2回≒50）であり、通勤利

用・定期的利用の目安とした。  
 図－９から、三重・滋賀・和歌山県や淡路島在住の

“F線f3駅→f1・f2駅”利用者が確認され、F線利用者の

居住地範囲の広さがわかる。さらに図－10から、F線沿

線企業への通勤と考えられる高頻度利用者の居住地の広

さも把握できる。彼らのほとんどがf3駅までB社線を利

用していると考えられるが、A社系ICカード所有者なの

で、居住地が同カードを導入している鉄道・バス会社の

沿線であるということも推測できる。 
 

 

この居住地分布分析結果と、図－７におけるB社系IC
カード利用者の“F線f3駅→f1・f2駅”利用率、および

図－８より該当区間高頻度利用者におけるB社系ICカー

ド利用者の存在から、F線を高頻度利用するB社系ICカー

ド利用者の分布も図－10のように広範囲である可能性が

あると推測できる。 
 
５．まとめ 
 
 交通系ICカードデータの特性を活用し、本研究では  
A社路線別のカード券種利用者比較分析によって路線ご

との特徴を発見し、A社F線とB社系ICカード利用者の関

連性を示すことができた。今まで経験的に認知はされて

いたが、ICカードデータの分析によって数量的な把握が

可能となった。 
本研究で得られた結果は次のように要約できる。 

①個人履歴別の集計が可能であることを示したこと。 
②正確な時間帯での比較分析ができることを示したこと。 
③利用者の空間分布を示したこと。 
 今後は、７桁の郵便番号情報を活用した市区町村区分

よりも詳細な居住地分布表現方法の開発や、その他の属

性情報を用いた分析を進める一方で、現段階では十分に

活用できなかったクラスタリングや頻出パターン抽出な

ど、データマイニングの解析手法を用いたデータ分析を

検討していく。 
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図－９ F線 ICカード利用者 居住地分布 
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